
【認知症マイスター養成研修の体系図】
【施設での見学実習】【「認知症の理解とかかわり方」講義】

○認知症の方と共に生きる地域づくりの推進のため，認知症の理解促進･普及啓発，相談先とのパイプ役，相談相
手や話し相手，サロンや認知症カフェ等の開設･運営等の担い手を「認知症マイスター」として養成している。

○水島地区地域ケア会議において，Ｈ２７年度から実施していた，医師による講義と認知症の方への接し方等を理
解するための見学実習を組み合わせた養成研修を発展させ，Ｈ２９年度から全市事業として展開。
（民生委員やサロン・認知症カフェ運営者等が受講し，令和元年度末までに１２６名を養成。）

【認知症マイスターと認知症カフェ運営者の交流会】

倉敷市における認知症マイスターの養成について
連絡先：倉敷市 健康長寿課 地域包括ケア推進室 086－426－3417



認知症の方やそのご家族と
ともに生きる倉敷へ

♪目指すところ

【マイスター認定証】



認知症マイスターの具体的な活動内容は・・・

認知症に関する普及啓発

専門職などへの繋ぎ

認知症に関する取り組みへの参加

認知症の方やご家族が安心して出かけられる場の立ち上げや運営

地域住民に対して認知症の特徴やその症状についての
理解や認知症の方へのかかわり方を正しく普及していく。

認知症マイスターの居住する地域の住民，活動団体，サロン等において，認知症で
困った方やそのご家族がいれば，高齢者支援センターや地域の保健師に橋渡しをする。

地域の認知症カフェやサロン，認知症の方の利用する介護事業所，認知症に関する
教室，啓発事業等で，運営の補助や利用者の話し相手となり，認知症の方やご家族の
安心につなげる。

地域の認知症の方やそのご家族を継続して見守り，認知症の方ができる限り住み慣
れた地域で生活を続けられるよう，認知症カフェやサロンの立ち上げ及び運営等を行う



認知症マイスターとしての活動(一部ご紹介)

周囲の事業所や一般
企業の社員の方への
認知症勉強会などを
している。

認知症カフェへ
の参加やお手伝
いをしている。

・地域の方への意識的な
声かけ。
・栄養教室等，参加者の
中で，認知機能の低下し
ている方への対応を講義
を生かして実践

近くの高齢者の
見守りをしている。

近所の高齢者の話し
相手になっている。
同じ事の繰り返しの
話しが多いが，相槌
を打って聞いている。

コロナ禍で認知症カ
フェが開催できないた
め，訪問型認知症カ
フェをしている。

認知症状のある親
戚のところに行き，
話し相手になって
いる。

学区で開催のお
しゃべりカフェ
に誘っています。

認知症サポーター養
成講座の開催をして
いる。

オレンジリング犬
笑（えみ）ちゃん
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